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夏休みが始まります 
 先日、職員室で家庭科の調理実習について話

をしていた時のことです。 

調理実習では、材料や手順などを示したレシ

ピに基づいて作業を進めるのですが、近年、レ

シピだけではなかなか作業が進まないこどもた

ちが増えてきているのだそうです。「映像をテレ

ビで流したりしないと、具体的にどのようにし

たらよいのか分からないようだ」とのことでし

たので私は「技術の進歩はめざましいので、い

ずれ３Ｄで立体的に手本を示していくことがで

きる時代が来るかもしれないですね」と話して

ふと考えました。お家で家族の方と一緒に料理

をする経験があれば、わざわざ学校で３Ｄを示

さなくてもいいのではないかなあ・・・。 

昔のこどもたちが文書（レシピ）を読み取る

力が優れていて、今のこどもたちが劣っている

とは思いません。作業を進めるにあたって、経

験の中にお家の方の姿が３Ｄで残っているかど

うかだと思うのですがいかがでしょうか。こど

もたちは食事を作る手伝いをしていますでしょ

うか。 

 また、調理実習で、テーブルを台ふきで拭く

こともあります。きつく絞った台ふきを４つに

畳んで、すみずみまでてきぱきと拭くことので

きるこどもたちもいる一方で、ゆるく絞った台

ふきを握って、テーブルを丸く拭いている姿も

あるとのことです。 

 学年や年齢によってできる事やできないこと

がありますが、その発達段階に応じて適切な手

伝いをさせることはこどもたちにとって大切な

学習になります。家庭にとっても、こどもたち

が手伝ってくれることで助かりますし、こども

たちをほめる場面を作ることにもなります。こ

どもたちがすることですから、大人がするよう

にきれいで能率よくというわけにはいかないか

も知れません。しかし、夏休み、こどもたちに

はたくさんの時間があります。やってみせて、

やらせて、ほめる絶好の時だと思います。保護

者の皆さん、お手数をおかけしますがよろしく

お願いします。 

 もうひとつ、ごはんを食べるとき、わたした

ち大人は箸でご飯をまとめながら食べていま

す。ところが給食の時間にこどもたちの食器を

見ていると、器のまわりにご飯粒がいっぱいく

っついています。食器やご飯だけのせいではな

く食べ方の問題もあるのかなあと思います。く

っついたご飯は、もったいないとばかりになめ

ちゃうこどもたちもいて、かわいらしいのです

が、やっぱり少しずつ食べ方も身に付けさせて

いきたいなあと考えています。保護者の皆さん

は、こどもたちが夏休みといえどもお忙しくて

申し訳ありませんが、こどもたちは比較的時間

に追われない夏休みです。「できるといいな」と

いう事にも挑戦させてやりたいものです。 

【御礼】  

明日は終業式、夏休みの始まりです。学校通信にお付き合いいただき、ありがとうございました。

こどもたちが始業式に元気な顔で登校して来るのを心待ちにしています。 羽合小学校 寺谷英則 


